






令和５年10月15日 大 園 同 窓 会 報 47号　（4）

①「ぽぽっぽくらぶ」の名前の由来と三姉妹の紹介を
お願いします。

　「ぽぽっぽくらぶ」の名前の由来は、三姉妹の長女の果歩（か
ほ）、次女の莉歩（りほ）、三女の歩佳（あゆか）の名前に共
通している「歩（ぽ）」を３つ並べて、「ぽぽっぽくらぶ」です。
果歩と莉歩は双子で、歩佳とは６歳離れています。
　三姉妹共、園芸高校の卒業生で、果歩と莉歩はバイオサイ
エンス科、歩佳は環境緑化科に在籍していました。

② 現在の活動の様子を紹介して下さい。

�s 現在の活動は、日本全国の水辺や野山などに出かけて、自
然体験や生きもの観察、農業体験、環境イベントへの参加な
どを楽しんでいます。特に、琵琶湖・淀川水系の河川では、
水質調査、清掃活動、外来種駆除活動にも参加しています。
これらの自然体験や観察、エコ活動をまとめて発表し、環境
大臣賞（２回）、環境大臣優秀賞、大阪府知事賞、大阪市長賞
などの受賞も数多くあります。また、琵琶湖博物館アトリウ
ムコンサートや近畿河川フォーラム、大阪自然史フェスティ
バル、京都環境フェスティバル、伊賀上野NINJYAフェスタ、
藻川水辺まつりなどの環境イベントに出演し、コンサートや
ミニライブを行い、私達のオリジナルソングで自然の豊かさ
や大切さを伝える活動をしています。それらをFacebookで報
告しています（「ぽぽっぽくらぶ」で検索して下さい）。

　　　　　　　　　　　　　　　

③ 皆さんそれぞれの高校時代の夢や様子などをお聞かせ下さい。

�s 果歩と莉歩は、バイオ研究部で海藻からバイオエタノール
を作成する研究をし、日本学生科学賞で１等を受賞しました　
＊１。
　高校生当時の果歩と莉歩の夢は、エコツーリズムのネイ
チャーガイドになる事でした。歩佳は、ビオトープ部でバタ
フライガーデン造りや、測量部で平板測量競技会の全国大会
に大阪府代表で出場しました。また、カラス被害を防除する
研究にも取り組み、環境スピーチコンテストで最優秀賞を受
賞しました。当時の歩佳の夢は、園芸高校の先生になる事で、
現在、大学の教育学部に在籍し、夢に向かって勉強中です。
＊１　編集部注記：研究が受け継がれ後年特許取得に至る

④ 今の活動のきっかけや今後の夢や抱負を聞かせて下さい。

　活動のきっかけは、小さい頃から自然や生きものが好きで、
野山や川に出かけ、虫取りや魚釣り、バードウオッチングを
して自然に親しんできました。そうした中で、魚や虫、鳥、
植物などの生きものが、ゴミや外来種により危機的状況に陥っ
ている事を知り、環境問題にも取り組むようになりました。
また、果歩と莉歩が高校１年生の時、葦（よし）のテーマソ
ングを歌う女性シンガーのオーディションに合格し、「葦（よ
し）ガールズ」として歌手デビューしました。歩佳も小学５
年生の時「ぽぽっぽ忍忍隊」としてソロデビューし、その後、
果歩と莉歩と合流して、現在の「ぽぽっぽくらぶ」が誕生し
ました。ＣＤを２枚（『古代湖浪漫物語』・『TENDER SMILE ～
やさしい笑顔～』）リリースしています。
　これからも活動を続け、自然のすばらしさを歌にのせて伝
える自然派アーティストとして頑張っていきますので、応援
よろしくお願いします。

＊受付、ご連絡は下記のアドレスまで。
　 tad2629yama@gmail.com	 山本
　 sachio.y.s1019@gmail.com	 岡崎

＊http://daiendosokai.com/
　�ホームページ「お問い合わせ」でも

受け付けています。

１．各クラス、学年で同窓生の名簿を保持または作成されている方にお願いします。
　　名簿又はメール、Lineグループがあれば事務局までお申し出ください。
２．幹事の方にお願いです。幹事の方が入っているメール、Line・ZoomなどのSNSネットが
　　あれば、同窓会のネットを構築したいと取り組んでいますので、お申し出ください。
３．コロナ禍後も油断することができません。今後、役員会や幹事会、ある場合には同窓
　　会総会もSNSで開催することも考えられます。それぞれ、スマートフォンに該当アプ
　　リをインストールして頂き、ご準備・ご協力をお願い致します。
４．卒業アルバムや学生時代の物品等をご提出頂ける方はお申し出ください。
　　110周年に向けて、歴史を物語る品々を保存していきたいと計画しています。

事務局からのお願い

松口 果歩、莉歩さん：高69バ（2017年卒）　松口 歩佳さん：高75環（2023年卒）

�† �†� l �† �X� ’ � •�†�†� l �† �X� ’ � •
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（ホームページ）
https://cyo.jp/popoppo.html
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江
戸
時
代
に
書
か
れ
た「
五
畿
内
産
物

図
会
」に
よ
る
と
、
熊
取
町
で
は
上
質
の

「
赤
土
」と
そ
こ
に
群
生
す
る「
黒
松
」が

山
を
お
お
っ
て
お
り
、明
治
末
期
頃
よ
り

こ
の
黒
松
を
観
賞
用
と
し
て
育
て
、剪
定

し
た
こ
と
か
ら
植
木
職（
造
園
業
）が
盛

ん
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、造
園
業
は
住
宅
開
発
と
共
に

特
に
盛
ん
に
な
り
、多
い
時
で
造
園
業
者

は
1
5
0
社
を
超
え
、自
然
に
近
い
木
の

芽
を
活
か
し
た「
熊
取
流
ち
ら
し
」と
い

う
松
の
剪
定
方
法
が
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

町
内
で
造
園
業
を
営
む
阪
上
良
雄
さ

ん
に
お
話
し
を
伺
い
、造
園
業
が
盛
ん
な

町
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る『
熊
取
駅
』

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、熊
取
町
の
造
園
業

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

熊
取
町
に
は
、た
く
さ
ん
の
造
園
業
者

が
あ
り
、大
阪
で
４
つ
し
か
な
い
切
り
花

と
鉢
物
の
市
場
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
熊
取
町
の
造
園
業
を
営
む
家
に

生
ま
れ
、府
立
園
芸
高
校
を
卒
業
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、植
木
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た

が
、さ
ら
に
勉
強
を
す
る
た
め
九
州
の
大

学
へ
進
学
し
ま
し
た
。卒
業
後
は
、
熊
本

県
で
京
都
の
庭
づ
く
り
な
ど
を
学
び
、竹

垣
を
手
作
り
し
た
こ
と
な
ど
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

造
園
業
者
は
、花
に
つ
い
て
は
詳
し
く

な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で

私
は
、
花
の
こ
と
も
、
樹
木
の
こ
と
も
学

び
、
園
芸
や
造
園
な
ど『
全
て
が
で
き
る

職
人
』を
目
指
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　　　

熊
取
町
は
、地
域
の
魅
力
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
と
花
を
植
え
る
な
ど
の
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

熊
取
駅
で
は
、決
め
ら
れ
た
一
帯
の
部

分
を
造
園
業
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植

栽
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。庭
造
り
の
仕

事
を
受
け
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
維
持
管
理
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る
駅

を
造
園
業
者
が
力
を
合
わ
せ
て
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
私
は
、熊
取
駅
東
側
の
シ
マ

ト
ネ
リ
コ
や
、西
側
の
桜
の
植
樹
に
も
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。駅
の
緑
が

皆
さ
ん
の
安
ら
ぎ
に
な
る
よ
う
に
、こ
れ

か
ら
も
力
添
え
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　　

私
は
、自
然
再
生
士
で
も
あ
る
の
で
、

先
日
、講
習
会
で
東
京
の
国
営
昭
和
記
念

公
園
に
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。東
京
の
こ

の
公
園
で
は
、人
工
的
に
流
し
た
川
や
コ

ケ
、
植
物
で
昔
の
川
の
よ
う
な
環
境
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
は
、数
億
円
も
の
費
用
を
か
け

て
緑
道
を
造
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
熊
取
町
に

は
、作
ら
な
く
て
も
永
楽
ダ
ム
周
辺
に
自

然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。永
楽
ダ
ム
の

上
に
は
、
せ
せ
ら
ぎ
が
あ
り
、
川
が
流
れ

て
い
る
た
め
、こ
こ
を
手
入
れ
す
る
こ
と

で
、人
を
呼
べ
る
よ
う
な
自
然
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、熊
取
造
園
事
業
協
同
組
合
さ

ん
、
花
卉
販
売
協
会
さ
ん
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
熊
取
さ
ん
の
３
者
で
N
P
O
法

人　

永
楽
桜
保
存
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
ど
ん
な
活
動
が
で
き
る
か

は
未
知
数
で
す
が
、自
然
で
人
を
呼
べ
る

里
山
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

《《
造
園
の
町

造
園
の
町  

熊
取
町
》
を
語
る

熊
取
町
》
を
語
る
地
元
の
広
報
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た

地
元
の
広
報
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。。

　１．支部設置予定の地域で支部長もしくは世話人を引き受けて頂ける方を自薦・他薦してください。
　　　・茨木市、吹田市、枚方市、東大阪市、八尾市、大阪市、守口市、各道府県
　２．再興を目指す地域で支部長もしくは世話人を引き受けて頂ける方を自薦・他薦してください。
　　　・宝塚市、伊丹市

〜 支部活動のお願い 〜
　大園同窓会は、100年を越える歴史の中で、同窓生の
親睦を図り、先輩が後輩を次代の社会リーダーに育てよ
うと、又、それぞれの地域の繁栄に貢献しようとの意気
に燃えて支部を作ってきました。
　当初は、池田市、箕面市、豊中市、川西市、宝塚市、
伊丹市、猪名川町の学校周辺の７支部で活動してきました。

　その後、100周年を期して支部長が決められる地域に
支部を結成しました。現在、東京・関東支部、豊能能勢・
分校支部、大阪南支部、高槻・島本支部、尼崎西宮支部、
奈良県支部、九州にも支部を設けています。残念ながら
学区制の変更や高齢化などで停止状態の地域もあります。
　そこで、以下のご協力をお願い致します。

☆支部長、世話人の役割
　・役員会への出席（年間２～３回）、同窓会総会への出席
　・所属の役員や幹事への声掛け
　・支部内の催し物の企画、実施等（出来るところから）
　・支部内の話題の取り上げ・報告（随時事務局へ提供）

☆各支部では、支部長の元に支部役員を募っています。
　副支部長、支部書記、支部会計、支部女性部会、支部ユー
　ス部会等の委員
☆支部長等の連絡先は、事務局へお問い合わせください。
　（昨年の会報で紹介済）
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▽阪上　良雄さん▽阪上　良雄さん　　　　

https://rsg.co.jp　株式会社ラウンド・スケープ・グリーン代表取締役／https://rsg.co.jp　株式会社ラウンド・スケープ・グリーン代表取締役／
NPO法人　永楽桜保存会　代表理事／NPO法人　永楽桜保存会　代表理事／一級造園施工管理技士・自然再生士一級造園施工管理技士・自然再生士

☆何でもご相談下さい。☆何でもご相談下さい。
住所：五門西３丁目18住所：五門西３丁目18 ーー 1717

【電話】0120【電話】0120 ーー 77 ーー 1108711087
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家
庭
の
教
育
方
針
が
厳
し
く
、
お
小
遣
い
は
自

分
で
工
面
し
な
さ
い
と
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
家
業
で

工
夫
し
て
収
入
を
得
た
と
も
。

　

家
業
を
継
い
で
か
ら
は
、
蔵
は
二
条
城
の
北
側
、

聚
楽
第
（
じ
ゅ
ら
く
だ
い
）
の
跡
地
南
端
に
あ
り
、

生
粋
の
京
都
の
酒
蔵
と
の
自
負
と
襟
度
を
持
っ
て
、

「
京
都
の
商
売
は
儲
け
る
こ
と
よ
り
も
続
け
る
こ
と

を
考
え
ろ
」
と
か
、「
京
都
の
老
舗
は
1
0
0
年

1
5
0
年
は
鼻
た
れ
小
僧
、
3
0
0
年
続
い
て
や
っ

と
一
人
前
」
と
そ
れ
こ
そ
「
大
志
を
持
っ
て
」
の

言
葉
通
り
、
工
夫
、
商
品
開
発
に
努
力
に
努
力
を

重
ね
、
佐
々
木
酒
造
を
確
固
と
し
た
会
社
に
育
て

あ
げ
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
少
し
紹
介
。

　

佐
々
木
勝
也
さ
ん
に
は
３
人
の
お
子
さ
ん
が
い

る
。
長
男
は
、「
飲
ん
だ
ら
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な

商
売
は
嫌
」
と
、
早
々
と
東
京
の
大
学
に
進
み
建

築
士
と
な
っ
た
。
後
継
を
目
さ
れ
た
次
男
は
、
東

京
の
大
学
の
農
学
部
で
学
び
、
そ
の
後
、
神
戸
大

学
農
学
部
園
芸
農
学
科
に
進
み
「
酒
米
」
の
研
究

に
取
り
組
む
こ
と
に
。
勝
也
さ
ん
の
次
男
に
対
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
は
、「
佐
々
木
家
は
自
分
を
始
め
話

が
上
手
く
な
い
。
演
劇
部
に
入
っ
て
は
ど
う
か
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
通
り
進
ん
だ
次
男

に
自
分
の
高
校
時
代
の
演
劇
の
経
験
か
ら
芸
名
を

贈
っ
た
。
そ
の
名
こ
そ
「
佐
々
木
蔵
之
介
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
ブ
レ
イ
ク
し
た
現
在
の
名
優
そ
の

人
で
あ
る
。
次
男
が
後
を
継
ぐ
と
思
っ
て
、
自
分

の
や
り
た
い
方
向
に
進
ん
で
い
た
３
男
に
後
継
の

矢
が
た
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
第
４
代
社
長
佐
々

木
晃
さ
ん
で
あ
る
。

　

後
継
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
勝
也
さ
ん
の
大
志
は

益
々
燃
え
、
会
長
・
社
長
で
多
く
の
品
評
会
金
賞

を
獲
得
し
、
次
々
と
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
、
日
本

酒
講
座
を
開
い
た
り
蔵
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た

り
銘
柄
飲
み
比
べ
販
売
機
も
設
置
さ
れ
た
。

　

外
部
に
対
す
る
発
信
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
フ
ル
に
活
用

し
、
業
界
紙
へ
の
掲
載
も
度
々
あ
る
。
自
身
も
京

都
酒
造
組
合
理
事
長
と
し
て
、
京
都
の
酒
の
未
来

の
発
展
に
尽
く
し
き
っ
て
こ
ら
れ
た
。

　

2
0
1
6
年
10
月　

83
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。

　

本
年
６
月
、
敷
地
内
に
「
徳
川
家
康
邸
跡
」
が

確
認
さ
れ
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
死
し
て
な
お
、

京
都
の
伝
統
と
文
化
を
守
ろ
う
と
す
る
執
念
か
。

柳
の
傍
か
ら
眺
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

京
都
・
洛
中
（
旧

京
都
市
内
）に
は
、

良
質
で
豊
富
な
地

下
水
が
変
わ
り
な

く
湛
え
ら
れ
、
お

茶
の
家
元
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

豆
腐
や
湯
葉
、
生

麩
な
ど
、
水
が
命

の
産
業
は
今
も
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
御
所
の
ひ

ざ
元
と
し
て
全
国
か
ら
良
質
の
米
も
集
め
ら
れ

た
。正
に
酒
造
り
に
う
っ
て
つ
け
の
地
で
あ
っ
た
。

室
町
時
代
に
は
3
0
0
軒
を
超
え
る
酒
蔵
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
時
代
の
変
転
と
輸
送

の
利
便
性
な
ど
で
伏
見
が
大
き
く
飛
躍
し
、
現
在

で
は
３
軒
に
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
中
で
洛
中
唯

一
と
な
っ
た
創
立
1
3
0
年
（
1
8
9
3
年
、
明

治
26
年
）
を
迎
え
る
元
気
な
蔵
元
が
あ
る
。
そ
れ

が
、
佐
々
木
酒
造
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

第
３
代
当
主
は
、
園
芸
高
校
の
我
々
の
先
輩
で

あ
る
。

　

1
9
5
2
年
３
月
に
卒
業
。
そ
の
学
生
時
代
を

語
る
も
の
は
、
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

先
月
、
資
料
庫
か
ら
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
見
つ

か
っ
た
。
同
時
に
、
当
時
を
記
憶
し
て
い
る
同
級

生
と
も
連
絡
が
取
れ
た
。

　

同
級
生
の
菊
田
正
春
（
高
槻
市
在
住
）
さ
ん
は
、

「
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
目
の
ク
リ
っ
と
し
た
真

面
目
な
青
年
で
し
た
。
当
時
は
、
池
田
に
住
ん
で

お
り
、
学
業
に
も
部
活
動
（
弁
論
部
、
演
劇
部
）

に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
茶
目
っ
気
も
あ
り
よ

く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
家
業
を

継
ぐ
た
め
大
阪
府
立
大
学
農
学
部
醸
造
科
に
進
学

し
ま
し
た
」
と
。

　

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
寄
書
を
見
る
と
「
大
志
を

持
っ
て
！
」
さ
ら
に
、
柳
の
絵
入
り
で
「
午
後
の

授
業
は
柳
に
風
」
と
未
来
へ
の
向
上
心
と
共
に

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
一
言
を
書
き
残
し
て
い
る
。
全

く
言
い
得
て
妙
で
あ
り
、
大
人
（
教
師
）
に
対
す

る
一
撃
で
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。

園
芸  

歴
史
列
伝  

第
４
回

京
都
の
酒
造
文
化
を
守
り
通
し
た
人
生

　
　

佐
々
木　

勝
也　

 

氏
︵
高
４　

1
9
5
2
年
３
月
卒
業
）

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
酒
造
株
式
会
社　

第
３
代
社
長
・
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
酒
業
組
合　
　
　
　

元
理
事
長

佐々木酒造株式会社　　https://www.jurakudai.com/

卒業アルバムより

寄　書

次男　蔵之介さんと
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様
々
な
パ
ン
を
作
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

食
品
製
造
部
で
は
、
様
々
な
パ
ン
を
開
発
し
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
売
り
出
し
中
の
商
品
は
、
本
校
産
の
Ｂ
級

ミ
カ
ン
の
果
汁
を
使
用
し
た
「
み
か
ん
ク
リ
ー

ム
パ
ン
」
と
、
大
阪
の
泉
北
市
で
採
れ
た

E
C
O
レ
モ
ン
の
香
り
を
活
か
し
た
「
檸
檬
ド
ー

ナ
ツ
」
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
池
田
の
栄
町
商
店
街
で
販
売
し
た

と
こ
ろ
あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
他
に
も
様
々
な
パ
ン
や
和
菓
子
、
ク
ッ
キ
ー

も
開
発
中
で
す
。

記
念
祭
で
売
り

出
す
こ
と
を
目

標
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

果
樹
専
攻
で
は
、
池
田
市
固
有
の
温
州
ミ
カ

ン
で
あ
る
、
池
田
ミ
カ
ン
の
栽
培
に
16
年
前
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
池
田
ミ
カ
ン
は
、
収

穫
直
後
は
酸
味
が
強
い
の
で
室
で
熟
成
さ
せ
る
、

昔
な
が
ら
の
ミ
カ
ン
で
す
が
、
甘
さ
を
好
む
現

代
で
は
栽
培
本
数
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
酸
味
を
活
か
し
、
柚
子
胡
椒
を

生
産
、
販
売
さ
れ
て
い
る
大
阪
の
企
業
、
株
式

会
社
柚
子
辛
凛
さ
ん
と
連
携
し
、
池
田
み
か
ん

の
青
ミ
カ
ン
を
加
え
た
柚
子
胡
椒
の
商
品
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
摘
果
の
作
業
の
際
に
廃

棄
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
青
ミ
カ

ン
に
、
新
た
な

価
値
を
見
出
す

こ
と
で
、
資
源

の
有
効
利
用
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
環
境
緑
化
科
で
は
日
頃
よ
り
、
造
園
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
学
習
し
、
授
業
で
習
得
し
た

技
術
を
生
か
し
、
造
園
技
能
士
検
定
の
習
得
に

励
ん
で
い
ま
す
。
造
園
に
興
味
を
持
っ
た
生
徒

は
放
課
後
の
時
間
を
活
用
し
て
門
松
作
り
も
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
は
仕
上
げ
高
２
ｍ
の
巨
大
門
松

を
３
対
作
成
し
、
園
芸
高
校
正
門
前
、
池
田
城

跡
公
園
、
み
の
お
キ
ュ
ー
ズ
モ
ー
ル
に
飾
る
こ

と
が
で
き
、
多
く
の
方
に
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
造
園
学
習
を
通
し
て
、
も

の
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る

教
育
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

園

芸

高

校

園

芸

高

校

生

徒

活

動

生

徒

活

動

近

況

報

告

近

況

報

告

コロナ禍前の要領で開催する予定です。同窓会員、元教職員、PTA等のふるってのご参加をお願いします。
学習研究成果の発表、各種展示、野菜・生産品の販売、バザー・屋台等々、総力を挙げて準備します。
◎同窓会館を休憩所にあて簡単な飲物を用意しております。
懇談等にもご利用下さい。住所変更等の受付も行います。＜幹事の方の立ち寄りをお願いします＞
尚、詳細は学校ホームページ及び同窓会ホームページでご確認下さい。
・園芸高等学校　　https://osaka-engei.ed.jp/　　　・大園同窓会　　https://daiendosokai.com/

2023年（令和５年）11月12日（日）10時～15時

 バイオサイエンス科

 フラワーファクトリー科

 環 境 緑 化 科

令和５年度創立記念祭開催のご案内令和５年度創立記念祭開催のご案内

▲ 池田栄町商店街での販売

▲ 門松作りの様子

▲ 販売用のパン製造の様子

▲ ㈱柚子辛凛さんと打合せの様子

▲ 池田城跡に設置した門松

▲ 青ミカンの処理中
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　コロナ禍も３年を越え、やっと終息の域に達したように見えます。しかし、イン
フルエンザや肺炎等の別の感染症の顕現化、その上、年々厳しく大きくなる風雨
災害、台風の巨大化、世界的な猛暑の連続！油断なりません。目を転じると、侵略
戦争や内戦の常態化。国連の機能不全状態など。社会不安が益々つのってきてい
ます。世界各国に内向きな思潮が蔓延る状況から目が離せません。現在は、デモク
ラシーとアノクラシーのせめぎあいの時代と捉える学者もいます。バランスある
社会を待望したいものです。
　我が園芸高校ならではの伝統は、人間と自然の共存と交流を肌身に感じて青春
時代を過ごした貴重な環境で育ったことです。我が母校から次世代の社会貢献の
人材を輩出していきたいものです。110周年は絶好の機会となると願っています。

■ 

令
和
４
年
度
府
立
園
芸
高
校
卒
業
生
徒
の

　  

就
職
企
業
一
覧

《
学
校
紹
介
就
職
》

【
園
芸
・
農
業
・
造
園
関
係
】

大
阪
北
部
農
協（
Ｊ
Ａ
）、
㈱
ト
レ
ー
ダ
ー
愛

（
２
）、
大
阪
中
央
青
果
、
陽
春
園
植
物
場
、
関

西
化
工
、
サ
ン
ポ
ウ
、
阪
神
園
芸（
５
）、
京
阪

園
芸
、西
武
造
園
、乾
造
園
、イ
サ
カ
緑
地
、能

勢
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ア
コ
ー
デ
ィ
ア
ゴ

ル
フ

【
製
薬
・
化
学
関
係
】

沢
井
製
薬（
３
）、太
陽
フ
ァ
ル
マ
テ
ッ
ク
、健

栄
製
薬
、東
洋
紡（
敦
賀
）（
４
）、住
友
化
学
、

日
澱
化
學
、
北
港
化
学
、
ニ
チ
リ
ン
化
学
工

業
、王
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

【
食
品
製
造
関
係
】

マ
リ
ン
フ
ー
ド（
２
）、
ベ
ル
食
品
工
業（
２
）、

東
洋
製
罐
、日
本
盛（
３
）、伊
藤
ハ
ム
、第
一
屋

製
パ
ン（
２
）、
鶴
屋
八
幡
、
寺
本
商
店（
２
）、

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
食
品

【
運
輸
】

阪
急
電
鉄
、
荒
木
運
輸
㈱
、
ア
ー
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

【
工
業
系
製
造
】

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
新
大
阪

（
２
）、黒
崎
播
磨（
名
古
屋
）、富
士
シ
ー
ト
、

金
森
合
成
樹
脂
、湯
山
製
作
所
、島
田
工
業
、

神
崎
合
紙
工
業
所
、
Ｔ
Ｔ
Ｎ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン（
２
）、フ
リ
ー
ダ
ム

【
介
護
・
看
護
助
手
】

ア
ス
モ
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
法
人
ウ

エ
ル
清
光
会
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
、社
会
福
祉

法
人
大
協
会
、み
ろ
く
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
、幸
楽

の
里
服
部
緑
地

【
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
・
飲
食
】

阪
急
オ
ア
シ
ス
、蓬
莱
、伊
藤
ハ
ム
フ
ー
ド
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ル
ー
ツ
、ゴ

ン
チ
ャ
ロ
フ
製
菓
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
エ
ア
ポ
ー

ト
、ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
、イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
近

畿
カ
ン
パ
ニ
ー
、
Ｇ

－

７
バ
イ
ク
ワ
ー
ル

ド
、
ア
ヤ
ハ
デ
ィ
オ
、
宝
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
キ
ャ
デ
ィ
ー
）（
３
）、ヤ
マ
ダ
デ
ン
キ（
３
）、

Ｎ
Ｓ
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
関
西

《
公
務
員
》

自
衛
隊（
５
）

■
令
和
４
年
度
府
立
園
芸
高
校
卒
業
生
徒
の

　 

進
学
先
一
覧

《
大
学
・
短
大
進
学
》

【
関
連
学
部
】

（
国
立
）香
川
大
学
農
学
部
応
用
生
物
科
学

科
、京
都
教
育
大
学
教
育
学
部
技
術
領
域
、鳥

取
大
学
農
学
部
生
命
環
境
農
学
科

（
私
立
）大
阪
青
山
大
学
健
康
科
学
部
健
康
栄

養
学
科（
４
）、
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

環
境
学
科
、
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
ア

グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、
近
畿
大
学
農
学
部
環

境
管
理
学
科（
２
）、
近
畿
大
学
農
学
部
応
用

生
命
化
学
科
、
神
戸
女
学
院
大
学
人
間
科
学

部
環
境
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、
摂
南
大

学
農
学
部
農
業
生
産
学
科（
２
）、
摂
南
大
学

農
学
部
食
農
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
相
愛
大
学
人

間
発
達
学
部
発
達
栄
養
学
科（
２
）、
東
海
大

学
農
学
部
動
物
科
学
科
、
龍
谷
大
学
農
学
部

農
学
科（
２
）、
龍
谷
大
学
農
学
部
食
料
農
業

シ
ス
テ
ム
学
科

（
短
大
）大
阪
夕
陽
丘
学
園
短
期
大
学
キ
ャ
リ

ア
創
造
学
科
ブ
ラ
イ
ダ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
、
東
洋
食
品
工
業
短
期
大
学
包
装
食
品
工

学
科

【
非
関
連
学
部
】

大
阪
観
光
大
学
観
光
学
部
、
大
阪
商
業
大
学

公
共
学
部
公
共
学
科
、
関
西
国
際
大
学
経
営

学
部
経
営
学
科
、
神
戸
国
際
大
学
経
済
学
部

経
済
経
営
学
科
、
相
愛
大
学
人
文
学
部
人
文

学
科
、帝
塚
山
大
学
心
理
学
部
心
理
学
科
、佛

教
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科

《
専
門
学
校
・
各
種
学
校
等
進
学
》

【
農
業
大
学
校
】

岡
山
県
農
林
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
、

岐
阜
県
立
園
芸
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
、
鳥
取
県

立
農
業
大
学
校（
２
）、
兵
庫
県
立
森
林
大
学

校
、兵
庫
県
立
農
業
大
学
校
、山
口
県
立
農
業

大
学
校
、和
歌
山
県
立
農
林
大
学
校

【
医
療
・
衛
生
】

大
阪
ベ
ル
ェ
ベ
ル
美
容
専
門
学
校
、
東
洋
医
療

専
門
学
校
、阪
奈
中
央
看
護
専
門
学
校
、平
成

医
療
学
園
専
門
学
校
、
育
成
調
理
師
専
門
学

校
、大
阪
ベ
ル
ェ
ベ
ル
美
容
専
門
学
校（
２
）

【
教
育
・
社
会
福
祉
】

大
阪
保
健
福
祉
専
門
学
校
、
箕
面
学
園
福
祉

保
育
専
門
学
校

【
工
業
】

近
畿
測
量
専
門
学
校
、
修
成
建
設
専
門
学

校
、
清
風
情
報
工
科
学
院
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
大
阪
、
日

本
分
析
化
学
専
門
学
校（
２
）、
日
本
理
工
情

報
専
門
学
校
自
動
車
整
備
科

【
商
業
事
務
】

大
阪
法
律
公
務
員
＆
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
、

大
阪
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
＆
会
計
専
門
学

校
、大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校

【
文
化
・
教
養
】

Ｏ
Ｃ
Ａ
大
阪
デ
ザ
イ
ン
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専

門
学
校（
２
）、
大
阪
Ｅ
Ｃ
Ｏ
動
物
海
洋
専
門

学
校（
２
）、
大
阪
デ
ザ
イ
ナ
ー
専
門
学
校
、
大

阪
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校
、
大
阪
ペ
ピ

イ
動
物
看
護
専
門
学
校
、
大
阪
ホ
テ
ル
専
門

学
校
、
駿
台
観
光
＆
外
語
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
、大
阪
デ
ザ
イ
ナ
ー
専
門
学
校

《
そ
の
他
》

Ｉ
Ｎ
Ａ
職
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、ス
ク
ー
ル
き
る

と
、
総
合
学
園
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
大
阪

校
、
タ
キ
イ
研
究
農
場
附
属
園
芸
専
門
学

校
、
バ
ン
タ
ン
ゲ
ー
ム
ア
カ
デ
ミ
ー
大
阪
校
、

関
西
調
理
師
学
校

●令和４年度　幹事
フラワーファクトリー科　　神　田　深　愛
　　　　　　　　　　　小　櫃　大　輝
　　　　　　　　　　　阿　部　夏菜子
　　　　　　　　　　　福　永　　　凛
環　境　緑　化　科　　鈴　木　琉　也
　　　　　　　　　　　福　井　一　斗
バイオサイエンス科　　永　富　一　紗
　　　　　　　　　　　藤　川　湧　陽
　　　　　　　　　　　富　永　悠樹斗
　　　　　　　　　　　高　橋　唯　仁

下記について何でも結構ですので情報を提供して下さい。

１．旧校歌、応援歌の歌詞や楽譜をお持ちの方の提供
２．現校歌にまつわる経緯等について
３．校章にまつわる経緯等について
４．昭和30年代後半に庭園に「白鳥」が２羽飼われていた
　　ことについて

令
和
４
年
度
進
路
状
況

令
和
４
年
度
進
路
状
況

編 集 後 記 編集部からのお願い

異

動

職

員

異

動

職

員

【
令
和
３
年
】

退
職

藤　

野　

章　

子

B
S

関　
　
　

哲　

也

体
育

毛　

戸　

淑　

子

英
語

離
任

則　

松　

直　

人

B
S

府
立
淀
川
清
流
高
校
へ

明　

石　

秀　

夫

国
語

府
立
箕
面
東
高
校
へ

今　

川　

裕　

太

社
会

大
阪
教
育
大
附
属
池
田
校
舎
へ

河　

原　

恵　

梨

国
語

府
立
懐
風
館
高
校
へ

早　

川　

民　

明

F
F

府
立
な
に
わ
高
等
支
援
学
校
へ

樫　

原　

佐
代
子

K
R

府
立
農
芸
高
校
へ

【
令
和
４
年
】

退
職

真　

鍋　

政　

明

校
長

足　

立　

享　

志

F
F

中　

野　
　
　

遼

F
F

葛　

和　

真　

優

B
S

薬
師
寺　

素　

子

養
護

横　

山　

亜　

郁

B
S

坂　

口　

雅　

彦

B
S

坂　

口　

美
代
子

F
F

離
任

永　

井　

隼　

人

体
育

府
立
千
里
星
雲
高
校
へ

坂　

東　

咲
葉
子

英
語

徳
島
県
立
高
校
へ

曽
我
部　

恭　

寛

社
会

神
奈
川
県
立
高
校
へ

橋　

詰　

五
百
騎

K
R

教
育
庁
へ

中　

村　

ま
ど
か

理
科

府
立
茨
木
西
高
校
へ

脇　

谷　

峰　

子

B
S

府
立
吹
田
支
援
学
校
へ

三　

神　

昭　

代

数
学

兵
庫
県
立
高
校
へ


